
テーマ 新規

事業分類 事業種別

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

関連事業

高級茶生産振興事業 高品質なお茶生産に必要な被覆棚の整備に対する補助を実施。
○茶園の被覆棚施設整備に対する支援を実施
　・受益戸数：3戸
　・面積：38.80a

農業担い手対策事業
新規就農者に対する給付金交付や認定農業者に対する支援を行
う。

○青年就農給付金（経営開始型）
　・給付人数：3名
○新規の利用権設定を行った担い手に対し、設定面積に応じた
助成を実施
　・田　7,211㎡
　・畑　14,225㎡

○中学校新入学生用の学習机天板を作成
　・作成枚数：93枚

バス停機能充実事業
バス停留所に町内産木材を活用した背板や広報板を整備し、機
能拡充を図る。

○町内産木材を活用し、バス停に背板及び広報板を設置
　・整備箇所：5箇所

薪・ペレットストーブのある暮らし推
進事業

地球温暖化防止のため、薪ストーブ等の設置費用に対する補助
を実施。

○薪・木質ペレットストーブ設置補助金
　・補助件数：3件（薪ストーブ2件、ペレットストーブ1件）

プロジェクトを構成する事業の平成２７年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

中小企業経営支援事業
中小企業の経営を支援するため、信用保証料及び融資利子に対
する負担軽減を図る。

○町内の中小企業・小規模事業者への支援を実施
　・融資利子補給：16件
　・保証料補給：25件

町内産材活用推進事業
中学校学習机に町内産木材を活用した天板を導入し、林業振興
を図る。

地域における現状、課題及び住民ニーズ

　本町の茶生産は府内でも多くのシェアを占めており、碾茶や玉露といった高級品が中心であることが特徴となっているが、近年は、生産者の高齢化・後継者不足、
荒廃茶園の増加などの課題が増えてきており、本町の核となる産業として更なる活性化に取り組む必要がある。
　農林業については、後継者不足による農地や山林の荒廃が進まないよう、農業基盤の整備改修や担い手の育成・確保が課題となっている。
　商業・サービス業は町内への中規模店舗の立地などの影響が考えられることから、販路の拡大や新商品の開発への支援を行い、その経営支援を行っていくこと
が求められている。

プロジェクトの目的及び概要

　世界に誇れるお茶を核に農林業の活性化を図るほか、景気回復の時流を捉えた新たな商工振興策を推進する。
　本町のアイデンティティの基礎ともいえるお茶については、日本緑茶発祥の地であるという特色を活かしつつ、「お茶の京都」の取組を推進する京都府や近隣市町
と連携しながら、お茶どころ宇治田原を内外に広く発信していくとともに、後継者対策や更なる生産振興策を実施する。
　また、公共施設等に積極的に町内産木材を活用して林業振興を図るほか、商業・サービス業の経営支援を通じ、新商品の開発による宇治田原ブランドの確立、
商業振興を目指していく。

総事業費（千円） 13,501 本年度事業費（千円） 13,501 交付金額（千円） 4,149

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２７年度分）

団体名：宇治田原町

プロジェクト名 「お茶の京都」を支える茶産業等振興プロジェクト 実施期間 平成27年度～ 地域産業の育成 新規・継続の区分



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２７年度分）

団体名：宇治田原町

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

関連事業

関連事業

◎ （左の理由）

（理由） （時期）

○ （左の理由）

（理由） （時期）

地域ブランド育成等応援事業
町内中小企業による地域資源を活用した新商品・新サービスの開
発等に対する補助を実施。（地方創生先行型事業）

○地域ブランド育成応援事業補助金
　・補助件数：4件
○経営改善事業補助金
　・補助件数：24件

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成
果
指
標
②

成果指標の目標数値
・全国・関西茶品評会出品点数：40点以上（H26年）
・高級茶生産振興事業補助金交付件数：4件以上(H26年度)
・農林業振興事業補助金交付件数：6件以上（H26年度）

成果指標の実績値
（○年○月○日時点）

・全国・関西茶品評会出品点数：27点（H27年）
・高級茶生産振興事業補助金交付件数：3件（H27年度）
・農林業振興事業補助金交付件数：3件以上（H27年度）

成果指標の達成状況
品評会への出品点数や生産性向上に対する補助件数については、生産者の意向や天候等による生育状況にも左右されるた
め、27年度は数字としては伸びなかったが、全国茶品評会では農林水産大臣賞を、関西茶品評会では農林水産大臣賞及び
産地賞を受賞するなど優秀な成績を収め、宇治田原茶の振興につながった。

有害鳥獣対策事業
有害鳥獣の駆除や被害防止対策を行うほか、野猿等による被害
調査を実施。

○有害獣駆除事業
 ・駆除実績：サル6頭・シカ116頭・イノシシ29頭・ハシブトカラス24
羽
○有害鳥獣被害調査業務の実施
○野生鳥獣防護柵設置補助金
　・補助件数：4件

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値 中小企業利子補給件数：38件以上（H26年度）
成果指標の実績値

（○年○月○日時点）
中小企業利子補給件数：41件（H27年度）

成果指標の達成状況
制度周知の成果や企業業績の回復等により利用件数が堅調に推移し、中小企業の負担軽減を図り経営支援につなげること
ができた。

農林業振興事業費補助金
農林業の生産性向上、近代化促進のための取組に対して補助を
行う。

○農林業振興事業費補助金
　・乗用型茶摘採機　2台
　・ 一重被覆　28.30a

大福茶園再造成事業
造成後50年以上経過した大福集団茶園の再造成を行い、生産性
の向上を図る。

○府営事業として平成28年度から施工される湯屋谷地区大福集
団茶園の造成工事（植栽面積10.6ha）に向けて、土質調査と実施
設計を実施。

住民
協働
事業

日本緑茶発祥のまち魅力発信事業
日本緑茶発祥の地である茶どころ宇治田原を広くＰＲするための
特色ある施策を住民団体とも連携して実施する。

○宇治田原茶をＰＲする各種事業の実施
　・ふるさとまつり実行委員会に対する助成
　・転入者記念品（急須又は茶の苗木）プレゼント：80件
　・町観光パンフレットの増刷(2,000部)
　・お茶の京都ポスター印刷(500枚)　 他

出品茶対策協議会助成金
宇治田原茶ブランド確立のため、各種品評会への出品促進に取
り組む団体に対する支援を実施。

○出品茶対策協議会への助成を実施。



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２７年度分）

団体名：宇治田原町

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

その他の成果
宇治田原といえば日本緑茶発祥の地であり、お茶はまちづくりにとって切り離せない重要な要素であることから、茶産業
の振興が住民の一体感やまちのアイデンティティ形成、また今後の観光振興等に大きく寄与していくと考えている。

リーディング・モデル成果

広域的波及成果 宇治田原茶が振興・発展することにより、宇治茶の生産地域である山城地域全体の振興にも寄与すると考えている。

行財政改革に資する成果 町内事業者への各種支援策を実施することで、事業者の経営改善、ひいては法人税収の増加につながる効果がある。

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

本町のアイデンティティの基礎ともいえる茶産業について、関西茶品評会や全国茶品評会で優秀な成績を収めたことは、茶どころ宇治田原の名前を更に広め、今後
の茶業振興につながるものと考えている。また、茶産業だけではなく、農林業や商工業についても、宇治田原のブランド化や生産性を高める取組への支援を実施す
ることで、町内事業者の振興と町の魅力発信の両方の効果が発揮されている。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

本プロジェクトに
対する自己評価

関連事業との連携効果
国の地方創生交付金を活用した事業と府のみらい戦略一括交付金を活用した事業、町単独事業等とを組み合わせ、プロ
ジェクトとして一体的に推進することで、茶産業をはじめとする農林業や商工業など、産業振興全体として効果を挙げる
ことができた。

府と市町村等との連携に資する成果
お茶関係では、大福茶園再造成事業が府営事業として実施されることとなったほか、平成29年度の「お茶の京都」ター
ゲットイヤーに向けて、京都府をはじめ近隣市町村との連携の強化が図られている。

住民の自治意識を高める成果


